
「
円
極
実
義
抄
」
は
上
下
二
巻
か
ら
な
り
、
上
巻
は
現
存
せ
ず
下
巻
の
写
本
（
文
明
八
年
．
一
四
七
六
年
、
日
授
師
の
奥
書
在
り
）
が

常
在
寺
（
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
小
立
）
に
格
護
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
日
蓮
聖
人
（
以
下
宗
祖
）
滅
後
の
最
も
早
い
時
期
に
お
け
る

本
通
論
の
書
と
し
て
注
目
さ
れ
、
迩
門
不
読
論
と
も
関
連
し
て
非
常
に
強
い
調
子
で
本
勝
迩
劣
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
特
に

本
通
論
の
書
と
し
て
注
目
さ
れ
、

本
書
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
巻
末
に
「
本
門
寺
沙
門
天
目
集
記
」
と
あ
り
古
来
よ
り
天
目
師
（
一
二
五
七
？
’
一
三
○
八
ま
た
は
一

（
１
）

三
三
七
？
）
の
撰
述
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
巻
頭
に
は
「
日
弁
記
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
日
弁
聖
人
（
一
二
三
九
’
一
三
一
二
の
撰

（
２
）

述
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
書
に
お
い
て
作
者
同
様
に
問
題
な
の
は
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
詳
ら
か
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
文
中
の
記
述
か

（
３
）

ら
成
立
時
期
を
考
察
す
れ
ば
「
正
安
二
年
五
月
十
日
已
来
、
天
目
身
命
を
惜
し
ま
ず
し
て
散
散
に
彼
の
老
僧
等
を
破
失
す
る
な
り
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
安
二
年
（
一
三
○
○
年
）
以
降
、
天
目
師
が
本
門
寺
で
寂
す
る
延
慶
元
年
（
一
三
○
八
年
）
（
あ
る
い
は
延
元
二

知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

桂
林
学
叢
第
二
十
八
号
平
成
二
十
九
年

は
じ
め
に

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て

ｌ
「
円
極
実
義
抄
』
の
撰
述
問
題
を
通
し
て
Ｉ

三
浦
和
浩
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年
・
一
三
三
七
年
）
ま
で
の
成
立
と
、
一
応
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
執
行
海
秀
師
は
本
書
の
成
立
を
日
授
写
本
の
奥
書
に
あ
る
文
明
八
年
（
一
四
七
六
年
）
頃
と
考
え
る
堀
日
亨
師
の
説
を

（
４
）

紹
介
す
る
形
で
本
書
の
天
目
／
日
弁
撰
に
疑
問
を
呈
し
て
お
り
、
ま
た
近
年
に
お
い
て
は
布
施
義
高
師
が
、
天
目
師
あ
る
い
は
日
弁

（
５
）

師
の
時
代
の
成
立
で
は
早
す
ぎ
る
と
し
た
上
で
、
日
陣
師
二
三
三
九
’
一
四
一
九
）
の
諦
義
を
日
台
師
が
筆
録
し
た
と
い
う
「
雑

聞
書
』
二
四
○
四
～
五
年
）
に
『
円
極
実
義
抄
」
の
書
名
と
そ
の
一
節
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
少
な
く
と
も
日
陣
師

（
６
）

の
頃
に
は
本
書
が
天
目
師
の
書
と
し
て
日
蓮
門
下
に
知
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
円
極
実
義
抄
』
の
撰
述
年
代
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
重
要
な
論
点
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
そ
の
中
で
使

用
さ
れ
て
い
る
教
義
用
語
の
成
立
時
期
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
望
月
歓
厚
師
は
「
本
迩
一
致
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
最
初
の
例
と

し
て
本
書
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
義
用
語
と
し
て
の
「
本
迩
一
致
」
が
宗
祖
滅
後
五
十
年
前
後
の
成
立
と
見
て
い
る
が
、

こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
本
書
の
成
立
を
宗
祖
滅
後
五
十
年
前
後
、
す
な
わ
ち
一
三
三
○
年
頃
と
推
測
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら

（
７
）

な
い
。
ま
た
、
「
三
大
秘
法
」
と
い
う
語
の
使
用
も
日
蓮
門
下
の
文
献
上
最
初
期
の
も
の
と
な
る
が
、
執
行
海
秀
師
は
「
三
大
秘

（
８
）

法
」
と
い
う
成
語
の
成
立
を
や
は
り
宗
祖
滅
後
五
十
年
頃
で
あ
る
と
し
て
、
本
書
の
天
目
集
記
を
疑
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
は
「
事
具
三
千
」
と
い
う
語
が
二
箇
所
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
が
真
に
「
天
目
集
記
」
で
あ

る
と
す
れ
ば
「
事
具
三
千
」
の
語
の
初
出
が
本
書
と
な
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

株
橋
日
涌
先
生
の
「
観
心
本
尊
紗
講
義
」
に
依
れ
ば
、
諸
法
実
相
た
る
三
千
を
理
具
一
念
三
千
と
い
う
の
に
対
し
て
、
事
具
一
念

（
９
）

三
千
は
「
仏
陀
釈
尊
が
久
遠
劫
の
修
行
に
よ
っ
て
三
千
の
法
を
覚
証
し
て
而
し
て
十
法
界
の
依
正
万
法
に
具
現
し
た
も
の
」
で
あ
る

と
さ
れ
、
さ
ら
に
「
本
門
の
実
相
た
る
事
具
三
千
は
（
中
略
）
本
因
九
界
と
本
果
仏
界
と
十
界
互
具
し
、
更
に
こ
の
本
時
十
界
の
正

（
川
）

法
と
本
国
土
の
依
法
と
依
正
互
融
し
て
始
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
事
具
一
念
三
千
と
総

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）
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名
妙
法
蓮
華
経
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
「
一
往
は
名
体
一
如
の
法
体
で
は
あ
る
が
、
再
往
は
能
摂
・
所
摂
、
総
別
の
相
違
が
あ

（
皿
）

り
、
別
体
た
る
事
具
一
念
三
千
は
在
世
脱
益
の
法
体
で
あ
り
、
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
末
法
下
種
の
要
法
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
日
隆
聖

（
蛇
〉

人
の
「
弘
経
抄
』
を
引
き
つ
つ
、
事
具
一
念
三
千
と
総
名
の
題
目
と
の
一
往
同
・
再
往
異
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
事
具
一
念
三
千
は
日
蓮
教
学
上
の
最
重
要
法
門
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
概
念
自
体
は
宗
祖
遺
文
中
に
明

ら
か
に
存
在
す
る
も
の
の
、
「
事
具
一
念
三
千
」
「
事
具
三
千
」
と
い
う
教
学
用
語
が
宗
祖
御
遺
文
中
に
一
切
見
当
た
ら
な
い
と
い
う

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
ま
た
「
事
の
一
念
三
千
」
と
い
う
表
現
に
関
し
て
も
、
「
諸
法
実
相
紗
」
、
「
義
浄
房
御
書
」
、
「
成
仏

法
華
肝
心
口
伝
身
造
妙
」
、
「
当
体
蓮
華
紗
」
の
四
遺
文
の
合
計
五
箇
所
に
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
こ
れ
ら
は
全
て
真
蹟
が
存

（
脚
〉
（
Ｍ
）
（
胴
）

在
し
な
い
遺
文
で
あ
る
。
門
下
諸
師
に
目
を
転
じ
て
も
、
例
え
ば
六
老
僧
日
興
撰
「
引
導
秘
訣
」
や
同
「
五
重
円
記
」
に
「
事
一
念

（
肥
）

三
千
」
が
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
献
は
偽
撰
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、
同
様
に
、
日
興
撰
と
伝
え
ら
れ
る
「
御
義
口

伝
」
や
、
あ
る
い
は
六
老
僧
日
向
撰
と
さ
れ
る
「
御
講
聞
書
」
に
も
「
事
一
念
三
千
」
が
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
も
後
世
の
他
師
に
ょ

（
脇
｝

え
ら
れ
る
。

一
方
、
視
線
を
中
古
天
台
文
献
へ
と
移
し
て
み
る
と
、
宗
祖
と
同
時
代
に
既
に
「
事
具
一
念
三
千
／
事
具
三
千
」
の
語
が
用
い
ら

（
Ⅳ
）

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
れ
は
中
古
天
台
と
日
蓮
教
学
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
大
変
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

兎
に
も
角
に
も
、
宗
祖
御
自
身
が
そ
の
語
を
使
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
ｌ
「
事
の
一
念
三
千
」
に
関
し
て
は
判
断
を

保
留
し
た
と
し
て
も
ｌ
少
な
く
と
も
「
事
具
一
念
三
千
／
事
具
三
千
」
に
関
し
て
は
、
宗
祖
滅
後
に
出
現
し
た
用
語
で
あ
る
と
考

る
述
作
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
視
線
を
中
古
天
台
文
献

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
蓮
門
下
諸
師
の
文
献
、
及
び
中
古
天
台
文
献
に
お
け
る
「
事
具
一
念
三
千
」
等
の
語
の
使
用
例
を
調
査
す

る
こ
と
で
そ
の
特
徴
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
が
「
円
極
実
義
抄
」
に
対
応
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
本
書
の
成
立
に

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）
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「
事
具
一
念
三
千
／
事
具
三
千
」
の
語
は
、
日
蓮
門
下
に
先
立
つ
形
で
既
に
中
古
天
台
文
献
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
語
で
あ

る
。
そ
こ
で
「
円
極
実
義
抄
」
中
の
「
事
具
三
千
」
の
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
中
古
天
台
文
献
に
お
け
る
「
事
具
一
念
三
千

／
事
具
三
千
」
の
語
の
使
用
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
胸
）

①
『
漢
光
類
聚
」
伝
忠
尋
（
一
○
六
五
’
二
三
八
）
（
実
際
に
は
粟
田
口
静
明
以
後
、
一
二
五
○
年
以
降
の
成
立
）

予
先
師
に
随
っ
て
一
念
三
千
の
深
義
を
伝
ふ
る
に
七
重
有
り
。
一
に
仮
名
の
一
念
三
千
。
（
中
略
）
二
に
円
融
の
一
念
三
千
。

（
中
略
）
三
に
理
具
の
一
念
三
千
。
真
如
の
一
理
広
大
也
。
此
の
心
性
の
一
理
隔
無
き
が
故
に
十
界
互
具
し
て
三
千
と
成
る
也
。

四
に
事
具
の
一
念
三
千
。
謂
く
我
等
が
自
性
本
よ
り
三
千
具
足
す
る
也
。
別
し
て
事
を
理
性
の
融
通
に
寄
す
可
か
ら
ず
。
五
に

本
性
の
一
念
三
千
。
（
中
略
）
六
に
不
思
議
の
一
念
三
千
。
（
中
略
）
七
に
自
己
の
一
念
三
千
。

（
「
日
仏
全
」
一
七
巻
、
七
○
頁
、
上
段
）

こ
れ
は
伝
忠
尋
撰
『
漢
光
類
聚
」
の
七
重
の
一
念
三
千
義
を
示
す
箇
所
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
第
三
に
「
理
具
一
念
三
千
」
が
、

第
四
に
「
事
具
一
念
三
千
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
「
理
具
一
念
三
千
」
は
、
真
如
の
一
理
が
十
界
互
具
し
て
三
千
と
な

る
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
宗
祖
が
「
た
だ
理
具
を
説
く
の
み
」
と
し
た
迩
門
を
面
と
し
た
時
の
一
念
三
千
と
同
義
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
「
事
具
一
念
三
千
」
の
説
明
に
は
「
我
等
が
自
性
本
よ
り
三
千
具
足
す
る
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
漢
光
類
聚
」
の
「
事
具
一
念
三
千
」
は
衆
生
が
自
性
と
し
て
本
来
的
に
一
念
三
千
を
具
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
と
捉

つ
い
て
考
察
を
加
え
、
さ
ら
に
日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
一
念
三
千
／
事
具
三
千
」
の
語
の
起
源
に
迫
っ
て
み
た
い
。

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

一
、
中
古
天
台
に
お
け
る
「
事
具
三
千
」
の
使
用
例
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え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
本
覚
思
想
の
上
で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
性
格
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

②
「
大
日
経
疏
指
心
紗
」
頼
聡
（
二
三
六
’
一
三
○
四
）
（
第
七
巻
奥
書
に
建
治
四
年
〈
一
二
七
八
〉
と
あ
る
）

天
台
既
に
事
具
三
千
を
談
ず
。
（
「
大
正
蔵
」
五
九
巻
、
六
六
二
頁
、
下
段
）

「
大
日
経
疏
指
心
紗
」
は
真
言
宗
新
義
派
の
頼
聡
に
よ
る
「
大
日
経
疏
」
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
四
明
知
礼
の
『
十

不
二
門
指
要
抄
」
か
ら
「
的
し
く
一
念
を
指
す
。
即
ち
三
法
妙
の
中
特
に
心
法
を
取
る
也
。
応
に
知
る
べ
し
心
法
は
迷
に
就
き
事
に

就
て
而
も
弁
ず
る
こ
と
を
」
（
「
大
正
蔵
」
四
六
巻
、
七
○
六
頁
、
中
段
）
の
文
を
引
い
た
上
で
事
具
三
千
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
「
十
不
二
門
指
要
抄
」
の
文
は
、
一
念
は
真
心
か
妄
心
か
と
い
う
問
題
設
定
の
中
で
、
妄
心
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
場
面
で
引

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
頼
購
の
言
う
「
事
具
三
千
」
は
衆
生
の
妄
心
に
三
千
を
具
す
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
場
合
の
「
事
具
」
も
『
漢
光
類
聚
」
と
同
様
に
、
本
覚
思
想
的
な
意
味
合
い
を
帯
び
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

③
「
宗
要
柏
原
案
立
」
貞
舜
（
一
三
三
四
’
一
四
四
二
）
（
応
永
年
間
〈
一
三
九
四
～
一
四
二
七
〉
の
成
立
）

之
に
依
て
華
厳
経
に
云
く
心
は
工
み
な
る
画
師
の
種
種
の
五
陰
を
造
る
が
如
く
夷
。
決
の
五
に
之
を
引
て
云
く
心
造
と
言

ふ
は
二
意
を
出
で
ず
。
一
に
は
理
に
約
せ
ば
造
即
ち
是
れ
具
。
二
に
は
事
に
約
せ
ば
三
世
を
出
で
ず
喪
又
止
の
五
に
理
境
修
境

を
立
つ
。
理
境
の
三
千
は
理
具
三
千
。
修
境
の
三
千
は
事
具
三
千
也
。
（
「
大
正
蔵
」
七
四
巻
、
五
四
四
頁
、
中
段
）

「
宗
要
柏
原
案
立
」
は
先
に
挙
げ
た
二
書
か
ら
時
代
が
下
っ
た
室
町
時
代
の
論
議
書
（
宗
要
）
で
あ
る
。
著
者
の
貞
舜
は
近
江
柏

原
の
成
菩
提
院
に
談
義
所
を
開
い
た
人
物
で
、
成
菩
提
院
は
「
柏
原
談
義
所
」
の
名
称
で
日
本
国
中
に
喧
伝
さ
れ
多
く
の
天
台
僧
が

（
郡
｝

こ
こ
に
学
ん
だ
と
い
う
。
こ
こ
に
引
用
し
た
文
は
、
「
十
界
互
具
は
事
理
共
に
こ
れ
有
る
べ
き
と
云
う
事
」
に
つ
い
て
の
言
及
で
、

こ
こ
で
は
「
華
厳
経
」
の
「
心
如
工
画
師
」
の
文
を
引
い
て
、
理
だ
け
で
な
く
事
に
お
い
て
も
三
千
を
具
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て

「
事
具
三
千
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
や
は
り
衆
生
が
事
実
と
し
て
一
念
三
千
を
具
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
事

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）
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こ
れ
は
、
「
在
世
の
当
機
は
迩
門
の
十
如
実
相
を
観
じ
て
仏
知
見
を
開
く
の
に
、
ど
う
し
て
あ
な
た
は
迩
門
を
未
得
道
教
・
邪
見

教
・
覆
蔵
教
等
と
し
て
こ
れ
を
破
す
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
の
中
の
一
文
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
『
円
極
実
義

抄
」
は
、
「
迩
門
は
教
主
已
に
始
成
を
説
く
故
に
、
仏
界
所
具
の
十
界
倶
に
是
れ
本
無
今
有
の
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千

な
り
。
是
れ
随
他
意
の
説
に
約
し
て
、
真
実
の
一
念
三
千
に
あ
ら
ず
」
と
し
、
「
た
だ
本
門
の
円
法
を
名
づ
け
て
善
と
な
す
。
善
く

（
別
）

実
相
に
順
ず
る
を
名
づ
け
て
道
と
な
す
」
と
、
教
主
論
、
実
相
論
に
お
け
る
本
迩
勝
劣
の
義
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
表
現
は
、
「
観
心
本
尊
抄
」
の

ま
た
本
門
十
四
品
の
一
経
に
序
・
正
・
流
通
あ
り
。
（
中
略
）
そ
の
教
主
を
論
ず
れ
ば
、
始
成
正
覚
の
釈
尊
に
あ
ら
ず
。
所
説

の
法
門
も
ま
た
天
地
の
ご
と
し
。
十
界
久
遠
の
上
に
、
国
土
世
間
す
で
に
顕
る
。
一
念
三
千
殆
ど
竹
膜
を
隔
つ
。

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

具
三
千
」
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
古
天
台
に
お
け
る
「
事
具
三
千
」
は
、
概
し
て
一
念
三
千
が
凡
夫
の
当
体
に
お
い
て
既
に
具
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
表
現
な
の
で
あ
っ
て
、
日
蓮
教
学
的
な
本
門
所
説
の
実
相
（
法
体
）
と
し
て
の
一
念
三
千
を
指
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

①
当
に
知
る
べ
し
本
門
は
理
常
住
な
る
が
故
に
事
常
住
也
。
事
常
住
な
る
が
故
に
本
門
は
事
具
三
千
を
以
て
所
観
の
境
と
為
す
。

Ｉ

日
蓮
門
下
に
お
い
て
「
事
具
三
千
」
の
語
が
初
め
て
使
わ
れ
た
（
と
一
応
考
え
得
る
）
の
が
「
円
極
実
義
抄
」
で
、
次
の
二
箇
所

二
、
「
円
極
実
義
抄
』
に
お
け
る
「
事
具
三
千
」

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

二
宗
全
」
一
巻
、
六
九
頁
）
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や
、
あ
る
い
は
、
「
開
目
抄
」
の

を
内
包
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
言
う
「
事
具
三
千
」
は
、
教
主
の
久
遠
成
道
（
発
迩
顕
本
）
が

説
か
れ
る
こ
と
に
よ
る
「
本
因
本
果
」
を
基
礎
と
す
る
概
念
で
あ
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
「
事
常
住
な
る
が
故
に
本
門
は
事
具
三
千
を
以
て
所
観
の
境
と
な
す
」
と
い
う
表
現
を
も
っ
て
、
事
具
一
念
三
千
を
本
門

の
「
所
観
の
境
」
（
実
相
）
と
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
本
門
Ⅱ
事
常
住
」
は
全
き
現
実
肯
定
を
意
味
す
る
中
古
天
台
に
特
徴
的

な
用
法
で
も
あ
り
、
こ
れ
は
「
円
極
実
義
抄
」
に
中
古
天
台
思
想
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
留
意
す
べ
き
で

（
理
）

あ
る
。②
天
台
の
一
念
三
千
は
理
観
な
り
。
本
化
大
聖
は
事
具
三
千
の
妙
観
ナ
リ
。
（
「
宗
全
」
一
巻
、
八
四
頁
）

こ
れ
は
、
迩
門
修
行
の
者
の
誇
法
な
る
を
説
く
箇
所
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は

次
に
本
門
経
に
至
り
爾
前
迩
門
の
始
成
正
覚
を
破
し
、
四
教
の
因
果
倶
に
壊
れ
ば
、
爾
前
迩
門
の
十
界
の
因
果
倶
に
壊
る
。
昔

よ
り
已
来
、
未
だ
曾
て
顕
説
あ
ら
ざ
る
無
始
久
遠
の
十
界
の
因
果
こ
れ
を
説
く
。
是
れ
則
ち
真
実
の
本
因
本
果
の
法
門
、
久
遠

迩
門
方
便
品
は
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
て
永
前
二
種
の
失
一
ッ
を
脱
し
た
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迩
顕
本
せ
ざ

れ
ば
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月
を
見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波
上
に

浮
る
に
に
た
り
。
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因

や
ぶ
れ
ぬ
。
が
前
迩
門
の
十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
り
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
。
此
し
即
チ
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。

九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
ノ
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

（
「
定
本
遺
文
」
七
一
四
頁
）

（
「
定
本
遺
文
」
五
五
二
頁
）
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と
に
よ
る
と
結
論
し
て
い
る
。

以
上
、
「
円
極
実
義
抄
」
のの

天
台
の
一
念
三
千
は
理
観
な
り
。
本
化
大
聖
は
事
具
三
千
の
妙
観
な
り
。
か
く
の
如
き
の
妙
境
・
妙
智
は
正
し
く
法
華
経
本
門

寿
量
品
の
肝
心
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
の
能
開
の
極
妙
に
依
る
な
り
。

と
、
「
事
具
三
千
」
の
顕
現
は
「
五
字
の
能
開
に
依
る
」
、
す
な
わ
ち
法
華
経
が
「
開
会
」
の
機
能
を
有
す
る
最
勝
の
教
え
で
あ
る
こ

と
、
本
門
の
一
念
三
千
を
「
法
華
三
昧
当
体
の
名
」
と
規
定
し
、
こ
れ
も
①
の
場
合
と
同
じ
く
「
所
観
の
境
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

と
し
て
、

一

そ
し
て
、

如
・

と
し
て
、
坐

さ
ら
に
、

こ
う
し
た
言
説
を
経
て
、

権
の
純
円
と
な
す
。

此
の
三
千
の
理
は
一
切
衆
生
の
本
有
の
三
仏
性
、
妙
法
蓮
華
経
の
正
体
、
久
成
の
内
証
、
三
世
諸
仏
の
出
世
の
本
懐
、
終
窮
究

寛
の
極
説
、
能
開
の
本
妙
、
即
ち
是
れ
法
華
三
昧
当
体
の
名
に
し
て
響
嶮
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
本
門
の
円
を
以
て
正
直
捨

故
に
知
ん
ぬ
、
寿
量
品
の
無
始
の
三
身
は
我
が
己
心
所
具
の
無
始
の
仏
界
な
り
。
仏
界
所
具
の
無
始
の
仏
界
は
九
界
所
具
の
仏

界
な
り
。
過
去
常
住
な
れ
ば
三
世
常
住
な
り
。
三
世
常
住
な
れ
ば
本
来
本
有
の
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
り
。

て
、
こ
こ
で
も
三
世
の
「
常
住
」
が
一
念
三
千
の
根
拠
と
さ
れ
、
こ
れ
を
「
本
来
本
有
」
と
表
現
し
て
い
る
。

実
成
の
顕
本
な
り
。
，

如
・
一
念
三
千
な
り
。

て
、
先
に
見
た
「
開
口
「
開
目 九

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

抄
」 界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
具
す
。
本
有
常
住
真
実
の
十
界
互
具
・
百
界
千

二
箇
所
の
「
事
具
三
千
」
の
用
例
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
特
徴
は
、

の
表
現
に
沿
わ
せ
る
形
で
本
門
の
一
念
三
千
を
説
明
し
て
い
る
。
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と
、
こ
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

な
い
。 日

蓮
門
下
に
お
い
て
「
円
極
実
義
抄
」
以
降
、
本
門
の
一
念
三
千
と
「
事
具
」
を
関
連
さ
せ
て
表
現
し
た
最
初
の
例
と
し
て
、
保

田
妙
本
寺
に
学
ん
だ
富
士
門
流
の
学
僧
で
あ
る
薩
摩
日
容
師
の
「
本
迩
問
答
十
七
条
」
が
あ
る
（
一
三
五
三
年
日
明
に
よ
る
奥
書
）
。

こ
こ
に
は
本
迩
一
致
論
者
の
問
者
の
言
葉
と
し
て
、

本
迩
各
別
な
り
と
云
へ
ど
も
、
一
念
三
千
の
妙
体
等
同
な
る
故
な
り
。
理
具
・
事
具
は
別
な
れ
ど
も
、
内
証
は
一
な
り
云
云
。

（
『
宗
全
」
二
巻
、
四
六
一
頁
）

と
あ
り
、
一
往
釈
と
し
て
一
念
三
千
を
事
理
に
分
別
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
事
具
三
千
」
と
い
う
成
語
は
こ
こ
に
は
未
だ
見
ら
れ

①
日
容
師
（
一
三
○
九
’
六
九
）

②
日
陣
師
（
一
三
三
九
’
一
四
一
九
）

11 ，
本
門
の
一

る
と
す
る
。

111

心
に
存
在
す
る
。

そ
れ
は
本
門
の
実
相
で
あ
り
、
所
観
の
境
で
あ
る
。

「
五
字
の
能
開
」
の
働
き
に
よ
り
、
事
常
住
で
あ
る
が
故
に
、
本
門
の
実
相
た
る
一
念
三
千
は
本
来
本
有
の
も
の
と
し
て
己

三
、
門
下
諸
師
に
よ
る
「
事
具
三
千
」
の
用
例

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

念
三
千
に
つ
い
て
、
久
遠
成
道
（
発
迩
顕
本
・
本
因
本
果
）
を
基
礎
と
し
て
い
る
点
で
迩
門
の
一
念
三
千
と
異
な
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を
列
挙
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

日
蓮
門
下
の
文
献
に
お
い
て
「
円
極
実
義
抄
」
以
後
初
め
て
「
事
具
三
千
」
の
成
語
が
見
ら
れ
る
の
は
、
円
光
日
陣
師
の
『
本
迩

同
異
決
」
（
一
四
○
三
年
）
の
次
の
箇
所
で
あ
る
。

仏
果
已
満
に
約
し
て
は
事
具
の
三
千
と
云
ひ
、
初
地
初
住
を
ば
分
具
と
定
め
、
其
の
以
前
は
凡
夫
に
約
し
て
は
理
具
の
一
念
三

千
と
判
じ
、
機
に
約
し
行
に
約
し
て
、
此
の
一
念
三
千
の
種
々
散
在
の
理
あ
る
を
以
て
、
両
門
の
一
念
三
千
の
正
体
に
浅
深
あ

る
処
を
明
か
さ
ざ
る
事
は
、
大
段
教
相
を
謬
る
故
か
と
覚
え
た
り
。

（
「
宗
全
」
二
三
巻
、
二
六
三
頁
）

「
本
迩
同
異
決
」
は
六
条
本
國
寺
日
伝
に
対
す
る
批
判
の
書
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
念
三
千
を
行
位
の
浅
深
に
お
い
て
、
「
事

具
」
、
「
分
具
」
、
「
理
具
」
に
分
類
す
る
当
時
の
一
念
三
千
説
を
示
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
本
迩
二
門
の
一
念
三
千
の
相
違
を
論
じ
る

も
の
で
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
言
う
「
事
具
の
三
千
」
と
い
う
の
は
日
蓮
教
学
的
な
「
本
門
の
一
念
三
千
」

を
指
す
用
語
で
は
な
い
事
が
分
か
る
。

先
述
し
た
貞
舜
の
「
宗
要
柏
原
案
立
」
に
は
「
事
具
三
千
」
の
説
示
と
関
連
し
て
、
妙
楽
の
「
弘
決
」
か
ら
「
仏
果
巳
に
満
ず
。

（
淫
）

事
に
従
て
説
く
に
已
に
十
界
を
具
す
。
初
地
初
住
は
分
に
十
界
を
具
す
。
乃
至
凡
夫
は
但
だ
是
れ
理
具
な
り
」
の
文
が
引
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
日
陣
師
が
示
し
た
「
事
具
三
千
」
は
中
古
天
台
的
な
用
法
で
あ
り
、
日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の

「
事
具
一
念
三
千
／
事
具
三
千
」
の
成
語
は
こ
の
段
階
で
も
未
成
立
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
日
隆
聖
人
（
一
三
八
五
’
一
四
六
四
）

今
回
調
査
し
た
限
り
に
お
い
て
、
日
蓮
門
下
に
お
い
て
「
事
具
三
千
」
の
用
例
は
あ
ま
り
多
く
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中

で
、
日
隆
聖
人
の
文
献
に
お
い
て
「
事
具
三
千
」
の
成
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
確
認
で
き
た
も
の

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

－40－



「
四
帖
抄
」
（
法
華

天
台
両
宗
勝
劣

抄
）

文
献
名

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

内
容

「
像
法
の
中
末
に
南
岳
・
天
台
等
出
現
し
て
、
迩
門
を
も
っ
て
面
と
な
し
、
本
門
を
も
っ
て
裏
と
な
し
、
百

界
千
如
・
一
念
三
千
そ
の
義
を
尽
く
す
と
難
も
、
但
だ
理
具
を
論
ず
」
と
判
じ
た
ま
え
り
。
こ
の
理
具
三

千
を
ば
止
観
の
第
五
に
委
悉
に
こ
れ
を
判
じ
た
ま
え
り
云
云
。
然
り
と
難
も
、
事
具
三
千
・
事
行
の
妙
法

蓮
華
経
を
ば
こ
れ
を
残
す
。
故
に
止
観
は
有
余
不
了
の
説
な
り
。
諸
御
抄
並
び
に
開
目
抄
・
観
心
抄
等
の

意
は
、
止
観
の
本
理
三
千
を
も
っ
て
事
の
三
千
に
摂
し
、
も
っ
て
妙
法
蓮
華
経
に
収
め
て
末
代
幼
稚
の
衆

生
の
頚
に
懸
け
し
む
。
こ
れ
即
ち
本
門
終
窮
の
極
説
な
り
云
云
。
こ
の
事
の
三
千
を
ば
修
得
の
十
界
を

も
っ
て
こ
れ
を
作
る
。
詞
く
、
二
乗
の
成
仏
と
久
遠
成
道
と
九
界
仏
界
互
具
し
て
三
千
を
成
ず
る
な
り
。

開
目
抄
に
委
悉
な
り
。
真
間
本
尊
供
養
抄
に
は
、
「
衆
生
を
し
て
仏
知
見
を
開
か
し
め
ん
と
欲
す
」
の
文
と
、

「
然
る
に
我
実
に
成
仏
し
て
よ
り
已
来
」
と
の
二
文
を
引
い
て
、
一
念
三
千
を
証
す
。
観
心
抄
の
始
め
と
中

と
に
は
、
「
我
れ
本
と
菩
薩
の
道
を
行
ぜ
し
と
き
」
の
文
と
、
「
我
れ
成
仏
し
て
よ
り
巳
来
甚
だ
大
い
に
久

遠
な
り
」
の
文
と
の
本
因
・
本
果
の
二
文
を
引
い
て
、
一
念
三
千
を
証
す
。
こ
れ
を
事
具
三
千
と
云
う
な

り
。
こ
の
三
千
の
引
証
の
文
義
は
、
恐
ら
く
は
止
観
に
分
絶
え
て
、
独
り
日
蓮
聖
人
の
己
証
な
り
。
こ
れ

正
像
未
弘
の
観
心
な
り
。

》
の
仕

１

羽
和
本
と
劃
仁
鬮
α
漣
を
一

の
文
と
の
本
因
・
本
果
の

を
半
ｔ
Ｊ

観
は
有
△

製
の
三
毛

畦0

Ｚ
一
一
も

■
■
‘
‐
、

・
事
桁
α
妙
舛

・
観
心
抄
等
の

末
代
幼
稚
の
癖

修
得
の
十
界
左

成
ず
る
な
り
。

欲
す
一
の
文
し

次
に
一
念
三
千
は
玄
文
並
び
に
止
観
の
第
四
ま
で
こ
れ
を
秘
す
最
極
の
深
法
な
り
と
云
う
事
、
恐
ら
く
は

止
観
の
一
念
三
千
は
「
今
は
法
華
の
迩
理
に
約
す
」
と
定
判
し
て
、
迩
円
理
具
の
三
千
の
分
斉
な
り
。
猶

を
事
具
の
三
千
に
及
ば
ず
。
何
に
況
ん
や
本
門
上
行
要
付
の
最
上
の
大
法
に
及
ぶ
べ
け
ん
や
。

法
錘
日
隆
１
１

三
二
八
頁

法
全
日
隆
１
１

三
二
九
頁

法
全
日
隆
１
１

三
六
一
頁

法
全
日
隆
１
１

四
一
九
頁

－41－



皿
咄
抄
」

皿
時
四
教
名
目

鮒
法
蕊
の

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

－42－

「
二
帖
抄
」

（
五
時
四
教
名
目

見
聞
題
号
の
下
）

本
門
は
父
の
種
子
も
本
仏
大
王
な
り
。
母
は
元
よ
り
久
遠
周
遍
の
円
理
実
相
な
る
間
、
父
母
共
に
上
脇
な

れ
ば
所
生
の
王
子
も
十
界
久
遠
の
上
脇
に
し
て
、
父
母
和
合
す
る
時
に
真
実
の
一
念
三
千
・
妙
○
経
を
成

す
な
り
。
詔
く
、
父
は
即
ち
仏
界
、
王
子
は
三
五
七
九
の
弟
子
、
母
は
即
ち
諸
経
・
法
花
経
の
円
理
実
相
、

訓
く
所
生
所
顕
の
法
身
な
り
。
此
の
十
法
界
に
即
ち
十
如
を
具
し
、
互
具
を
備
ふ
故
に
界
如
三
千
と
成
る

な
り
。
是
れ
即
ち
本
門
事
具
の
三
千
な
り
。
是
れ
下
種
の
三
千
な
り
。

天
台
は
理
具
三
千
を
自
解
す
。
日
蓮
大
士
は
事
具
三
千
を
開
発
す
る
事
は
、
先
代
未
聞
の
止
観
に
も
超
過

す
る
な
り
。

同
じ
く
銭
の
十
に
云
く
、
「
本
門
は
本
因
を
も
っ
て
元
始
と
な
す
」
と
云
え
り
。
本
果
を
も
っ
て
元
始
と
な

さ
ず
。
元
始
と
云
う
は
根
本
の
種
子
下
種
の
所
な
り
。
故
に
事
相
修
顕
の
本
因
・
本
果
に
約
す
る
一
念
三

千
は
修
徳
の
下
種
と
成
る
。
故
に
本
門
に
限
っ
て
こ
れ
を
明
か
す
。
故
に
銭
の
一
に
「
顕
本
を
事
円
と
な

す
」
と
云
っ
て
、
「
事
円
」
と
は
云
う
な
り
。
「
事
円
」
と
は
事
具
の
一
念
三
千
の
事
な
り
。
こ
の
事
具
三

千
の
証
文
は
天
台
・
妙
楽
の
釈
中
に
こ
れ
を
引
証
せ
ざ
れ
ぱ
、
余
宗
は
申
す
に
及
ば
ず
、
結
句
生
成
の
法

華
宗
こ
れ
を
見
て
誇
を
致
す
べ
し
。

こ
の
御
抄
の
初
め
と
中
に
止
観
の
第
五
の
本
末
釈
を
引
い
て
、
立
処
は
止
観
に
依
る
と
錐
も
、
そ
の
意
は

開
迩
顕
本
し
て
本
門
事
具
三
千
を
釈
せ
ん
と
し
て
、
先
ず
無
掻
義
経
・
普
賢
経
の
二
文
を
引
い
て
粗
仏
種

子
を
顕
わ
し
、
次
下
の
間
に
云
く
、
「
上
の
大
難
未
だ
聞
か
ず
」
と
云
う
よ
り
下
に
妙
法
蓮
華
経
体
具
の
二

乗
成
仏
・
久
遠
成
道
を
も
っ
て
本
門
の
事
の
三
千
を
釈
す
時
、
寿
熾
品
の
「
然
我
実
成
仏
已
来
」
並
び
に

「
我
本
行
菩
薩
道
所
成
寿
命
」
の
本
因
・
本
果
の
二
文
を
引
い
て
こ
れ
を
釈
す
。

こ
の
止
観
の
三
千
と
は
、
本
因
妙
上
行
体
具
の
九
界
と
本
果
妙
釈
尊
の
仏
界
と
の
十
界
の
因
果
互
具
し
て
、

Ｉ

四
土
総
在
の
久
遠
の
娑
婆
本
国
土
妙
に
住
し
、
依
正
互
融
の
事
具
一
念
三
千
を
顕
わ
し
た
ま
え
り
。

佛
立
宗
義
鍛
三

’
一
九
四
頁

書き聞法
｜ 題華
四号宗

晋鵬
三見

法
全
日
隙
１
１

五
二
三
頁

法
全
日
隆
１
１

五
二
二
頁

法
全
日
隆
１
１

五
○
四
～
五
○

五
頁



日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

－43－

此
の
迩
門
の
四
一
十
妙
を
開
通
顕
本
し
て
、
本
因
本
果
の
父
大
王
と
三
周
の
声
聞
等
の
九
法
界
と
十
界
互

具
し
て
、
事
具
三
千
・
事
行
の
妙
法
蓮
華
経
を
成
ず
。
即
ち
本
地
の
四
一
・
本
門
十
妙
の
妙
法
蓮
華
経
な

ｈ
ソ
。

智
は
是
れ
父
、
境
は
是
れ
母
妃
、
三
周
の
声
聞
は
是
れ
王
子
、
父
母
子
和
合
し
て
理
具
の
三
千
を
成
じ
、

止
観
に
移
し
て
本
理
の
三
千
と
名
く
。
又
理
具
三
千
を
以
て
本
因
本
果
本
国
土
に
裏
ん
で
事
具
三
千
と
成

し
て
十
法
界
の
根
本
下
種
を
顕
わ
し
、
ま
た
妙
法
蓮
華
経
に
裏
ん
で
末
代
の
易
行
を
示
す
。

其
の
所
観
の
妙
法
蓮
華
経
体
具
の
法
相
は
事
の
本
迩
、
即
ち
廃
迩
立
本
の
事
本
、
事
本
即
ち
事
具
の
三
千

世
間
依
正
宛
然
・
自
受
法
楽
の
法
爾
の
正
像
末
、
法
爾
の
教
機
時
国
、
法
爾
の
迩
本
、
法
爾
の
迩
化
本
化
、

法
爾
の
付
属
、
法
爾
の
信
諦
、
こ
れ
を
照
し
こ
れ
を
観
ず
。

諸
御
抄
観
心
抄
開
目
抄
の
意
、
本
因
本
果
を
以
て
事
の
三
千
を
成
ず
る
な
り
。
謂
く
本
因
妙
と
は
釈
尊
の

因
行
な
り
。
釈
尊
の
因
行
は
上
行
、
上
行
は
九
界
な
り
。
本
果
妙
と
は
釈
尊
報
仏
果
上
の
相
な
り
。
是
れ

仏
界
な
れ
ば
、
此
の
本
因
本
果
は
修
徳
円
満
の
十
界
互
具
・
界
如
三
千
に
て
、
事
具
三
千
と
も
十
界
皆
成

の
根
本
種
子
と
も
云
う
な
り
。
開
目
抄
上
下
巻
に
委
悉
な
り
。

就
中
観
心
本
尊
抄
に
、
先
づ
初
め
に
開
目
抄
の
如
く
本
因
本
果
を
以
て
事
具
の
三
千
を
成
じ
、
「
当
知
身
土

一
念
三
千
○
遍
於
法
界
」
の
文
を
以
て
こ
れ
を
結
成
す
。

本
因
妙
は
名
字
信
位
な
り
。
名
字
即
は
口
密
を
以
て
実
体
と
な
す
。
口
密
は
事
な
り
。
故
に
事
具
の
三
千

と
名
づ
く
。
此
の
事
具
の
三
千
と
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
同
体
な
り
。
故
に
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
称

す
る
な
り
。

宗
義
に
云
く
、
妙
法
蓮
華
経
と
事
具
三
千
と
同
異
の
事
は
、
常
に
は
教
観
の
異
と
恩
え
り
ｃ
此
の
分
も
こ

れ
有
る
べ
し
。

隆
全
三
’
五
三

七
頁

隆
全
三
’
四
九

一

頁
隆
全
一
’
四
九

三
頁

隆
全
一
’
三
六

八
頁

隆
全
一
’
三
三

二
頁

隆
全
一
’
一
二

九
頁

隆
鍾
一
’
一
二

七
頁



日
辿
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

本
牌
を
は
一
賎
縁
真
如
」
と

蓮
華
経
」
と
云
い
、
「
有
相
囿

解
の
信
行
」
と
云
う
。
此
等

－
し
三
再
ｂ
に
Ｐ
動
「
剛
墾
睡
退
け
叶
巧
型
一

云

い

一
一
一

千
一

ル
ー
云
い
、

竺

隆
全
八
’
一
六

－44－

故
に
本
門
の
随
縁
真
如
の
随
縁
は
「
大
慈
悲
為
室
」
な
り
。
「
顕
本
為
事
円
」
と
云
う
事
円
も
慈
悲
な
り
。

諸
御
抄
に
「
事
具
三
千
」
「
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
云
う
事
行
も
、
「
慈
悲
為
室
」
の
行
と
云
う
こ

と
な
り
。
此
の
故
に
「
本
門
は
一
向
滅
後
の
た
め
」
等
と
諸
御
抄
に
こ
れ
を
判
ず
る
な
り
。

此
く
の
観
心
抄
の
意
は
、
迩
門
流
通
止
観
一
部
の
理
具
三
千
を
以
て
、
本
門
流
通
本
因
果
国
依
正
互
具
の

事
の
三
千
に
裏
み
、
種
子
の
法
を
顕
わ
し
て
信
智
の
者
に
擬
し
、
又
万
人
の
為
め
に
事
具
の
三
千
を
以
て

事
行
の
妙
法
蓮
華
経
に
裏
み
、
愚
者
に
授
け
る
な
り
。
此
の
時
は
事
理
の
三
千
は
体
玄
義
、
妙
法
蓮
華
経

は
総
名
な
り
。

此
の
抄
の
意
は
、
末
代
相
応
の
本
門
の
本
尊
は
八
品
に
こ
れ
あ
り
。
「
以
要
言
之
」
し
て
上
行
に
付
す
。
所

付
の
妙
法
蓮
華
経
の
袋
の
内
に
三
千
有
り
。
三
千
は
十
法
界
の
聖
衆
な
り
。
十
法
界
の
依
正
互
融
す
れ
ば

事
具
三
千
な
り
。
此
の
事
の
三
千
と
は
、
九
界
を
以
て
本
因
妙
に
収
め
、
仏
界
を
以
て
本
果
妙
と
な
す
。

此
の
本
因
果
互
具
し
て
本
因
妙
を
以
て
面
と
な
し
、
本
果
を
以
て
裏
と
な
し
て
三
千
を
成
ず
れ
ば
、
事
の

三
千
・
下
種
の
三
千
・
名
字
信
行
の
三
千
な
り
。

此
の
如
き
易
行
の
鰯
心
は
諸
経
に
分
絶
え
た
る
も
の
な
り
ｃ
此
の
有
相
口
密
の
観
心
を
事
具
の
三
千
と
名

づ
け
、
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
称
す
。

示
し
て
云
く
、
事
の
三
千
と
は
本
因
本
果
の
因
果
は
事
な
り
。
故
に
従
因
至
果
の
報
仏
は
事
仏
な
り
。
所

居
の
本
国
土
は
久
遠
の
娑
婆
な
る
間
、
事
土
な
り
。
故
に
事
寂
光
と
云
う
な
り
。
此
の
事
の
依
正
を
以
て

三
千
を
成
ず
ｃ
故
に
事
具
三
千
と
云
う
な
り
。

隆
全
七
’
六
五

一

頁
隆
全
六
’
五
二

六
頁

隆
全
六
’
五
二

三
～
五
二
四
頁

隆
全
六
’
三
五

二
頁

隆
全
四
’
五
一

九
頁



「
開
迩
顕
本
宗
要

壱
赤
」

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

に
猫
を
里
近
く
成
り
に
け
り
、
余
り
に
山
の
奥
を
尋
ね
て
」
と
云
え
る
「
猶
を
里
近
く
成
る
」
本
因
妙
名

字
信
行
の
事
具
三
千
・
事
行
の
妙
法
蓮
華
経
の
本
覚
易
行
の
教
観
の
上
に
論
ず
る
処
の
本
迩
は
、
事
の
本

迩
な
り
。
殊
に
本
門
八
品
上
行
要
付
の
本
因
妙
信
行
所
修
の
本
迩
は
事
相
教
相
な
り
。
観
心
本
尊
抄
・
諸

御
抄
等
は
此
の
意
な
り
。

又
天
台
内
鑑
密
本
の
事
具
の
三
千
は
止
観
一
部
の
文
底
に
こ
れ
あ
り
。

’

又
天
台
内
鑑
密
本
の
事
具
の
三
千
は
止
観
一
部
の
文
底
に
こ
れ
あ
り
。

本
門
の
十
妙
は
初
め
に
本
因
本
果
の
事
智
を
挙
げ
て
事
の
互
具
を
論
ず
る
故
に
、
之
を
引
い
て
事
具
三
千

を
釈
し
た
ま
へ
り
。
観
心
本
尊
抄
に
本
果
妙
を
ば
釈
尊
、
本
因
妙
を
ば
九
界
と
も
上
行
菩
薩
と
も
判
じ
て
、

九
界
を
総
す
れ
ば
上
行
、
上
行
を
別
す
れ
ば
九
界
な
り
。
故
に
今
は
本
因
妙
を
以
て
九
界
と
為
し
、
本
果

妙
を
以
て
仏
界
と
為
し
、
事
智
に
約
し
て
事
具
三
千
を
成
じ
た
ま
へ
り
。

又
止
の
五
に
理
境
・
修
境
を
立
つ
。
理
境
の
三
千
は
理
具
三
千
、
修
境
の
三
千
は
密
本
即
事
具
三
千
な
り
。

こ
れ
に
依
っ
て
決
の
五
に
云
く
、
又
此
の
理
具
変
じ
て
修
具
と
な
る
。
一
々
の
修
具
は
理
具
に
あ
ら
ざ
る

こ
と
な
し
。
此
の
如
く
止
観
一
部
に
事
・
理
の
三
千
、
事
・
理
の
互
具
こ
れ
を
明
か
し
て
、
事
の
三
千
・

事
の
互
具
を
取
っ
て
観
心
本
尊
抄
に
移
し
、
本
因
・
本
果
・
本
国
土
に
約
し
て
事
具
三
千
を
成
じ
、
猶
を

砺
行
の
妙
法
蓮
華
経
に
褒
む
間
、
当
宗
の
意
は
偏
に
事
の
互
具
に
約
し
て
こ
れ
を
論
ず
べ
き
も
の
な
り
。

次
に
本
門
の
意
は
、
法
身
仏
母
の
妙
境
の
上
に
報
応
土
民
の
父
を
発
迩
顕
本
し
て
、
久
遠
下
種
真
実
の
父
宗
要
集
五
’
九

大
王
の
妙
智
を
顕
わ
す
父
母
境
智
冥
合
よ
り
九
界
の
王
子
を
出
生
し
て
、
十
界
久
遠
な
る
上
に
国
土
世
頁

間
・
本
国
土
妙
の
事
寂
光
顕
現
し
て
、
十
界
の
依
正
は
事
に
互
具
し
て
、
法
々
塵
々
が
無
作
三
身
な
る
事

具
三
千
・
事
行
の
妙
法
蓮
華
経
顕
わ
れ
た
り
。
此
れ
を
随
縁
真
如
・
事
円
の
事
具
と
云
ひ
、
是
れ
を
貧
体

即
覚
体
の
本
覚
の
事
具
と
も
云
ふ
な
り
。
故
に
本
門
の
事
の
互
具
は
勝
れ
た
り
と
云
ふ
な
り
。
故
に
父
は

種
子
を
下
し
、
母
は
調
養
・
熟
脱
を
致
す
。
さ
れ
ば
迩
門
の
理
円
・
理
具
は
九
界
の
衆
生
を
熟
脱
せ
し
め
、

本
門
の
半
円
・
襲
具
は
三
世
の
衆
生
に
仏
種
を
下
す
。
仏
籾
を
下
す
時
は
九
法
界
悉
く
王
子
に
し
て
地
涌

宗
要
集
五
’
六

頁

（
銘
）

宗
要
集
五
’
六

頁 隆
全
一
○
’
六

九
頁
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日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
那
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
油
和
浩
）

正
像
内
鑑
密
本
の
本
門
流
通
の
止
観
な
り
と
云
ふ
辺
は
事
具
三
千
な
り
。
此
れ
を
観
心
本
尊
抄
に
移
し
た

ま
へ
り
。
初
め
の
止
の
五
と
終
り
の
弘
の
五
の
本
末
の
中
間
に
経
の
本
因
・
本
果
の
十
界
互
具
の
文
を
挙

げ
、
次
下
に
「
今
本
時
娑
婆
世
界
」
と
云
ふ
よ
り
「
己
心
の
三
千
具
足
・
三
種
の
世
間
な
り
」
と
云
ふ
ま

で
に
こ
れ
を
判
じ
、
開
目
抄
の
上
巻
に
「
未
だ
発
迩
顕
本
せ
ざ
れ
ば
実
の
一
念
三
千
も
顕
わ
れ
ず
。
二
乗

○
百
界
千
如
・
一
念
三
千
」
等
と
判
じ
た
ま
ふ
本
因
・
本
果
の
事
具
の
三
千
分
明
な
り
。
治
病
抄
に
迩

本
・
事
理
の
三
千
分
明
な
り
。
又
天
台
内
鑑
密
本
の
事
の
三
千
と
は
、
弘
の
五
に
云
く
「
若
し
本
門
に
約

す
れ
ば
我
本
行
菩
薩
道
の
時
を
指
し
て
以
て
積
劫
と
な
し
、
本
成
仏
の
時
を
以
て
妙
悟
と
な
す
」
等
と
判

じ
た
ま
へ
り
云
云
。
此
の
如
く
観
心
本
尊
抄
に
天
台
内
鑑
密
本
の
事
具
の
三
千
を
引
証
し
て
、
「
此
の
一
念

三
千
も
我
等
一
分
の
恵
解
も
な
し
」
と
云
い
て
、
。
念
三
千
を
識
ら
ざ
る
者
に
お
い
て
は
仏
、
大
慈
悲
を

起
こ
し
て
五
字
の
内
に
此
の
珠
を
裏
み
、
末
法
幼
稚
の
頚
に
懸
け
さ
し
め
た
ま
ふ
」
等
と
結
成
し
た
ま
へ

父
母
境
智
・
事
理
一
如
の
事
具
三
千
・
事
行
の
妙
法
蓮
華
経
を
観
心
本
尊
抄
・
開
目
抄
に
こ
れ
を
移
し
、

宗
旨
を
成
ず
。
謂
く
、
迩
門
十
妙
の
初
め
の
境
妙
の
十
如
実
相
を
開
通
顕
本
す
れ
ば
、
本
門
十
妙
の
初
め

の
本
因
・
本
果
の
智
妙
の
裏
に
こ
れ
あ
り
。
日
蓮
大
士
は
こ
れ
を
引
き
、
本
門
事
行
の
三
千
の
妙
法
蓮
華

経
を
成
じ
た
ま
へ
り
。
側
て
治
病
抄
の
末
に
天
台
宗
の
理
具
三
千
と
本
門
宗
の
事
具
三
千
の
勝
劣
は
水
火

な
り
と
定
判
し
た
ま
へ
り

の
菩
薩
な
り
。
迩
中
熟
脱
の
時
は
又
九
界
と
顕
わ
る
る
故
に
、
久
遠
下
種
の
時
と
今
日
本
門
八
品
・
滅
後

末
法
下
種
の
時
分
は
事
円
・
事
具
の
三
千
な
り
。
こ
れ
に
依
っ
て
治
病
抄
に
云
く
、
一
念
三
千
の
観
法
に

二
あ
り
。
一
に
は
理
、
二
に
は
事
な
り
。
天
台
・
伝
教
等
の
御
時
は
理
な
り
。
今
の
時
は
事
な
り
。
観
念

既
に
勝
る
故
に
大
難
又
色
勝
る
。
彼
れ
は
迩
門
の
一
念
三
千
、
是
れ
は
本
門
の
一
念
三
千
な
り
。
天
地
遥

に
殊
な
り
云
云
。
此
の
事
具
三
千
の
相
を
ば
開
目
抄
・
観
心
本
尊
抄
に
本
因
本
果
本
国
土
・
依
正
・
十
界

界
如
の
事
の
三
千
こ
れ
を
判
じ
て
、
事
理
不
二
の
事
行
の
妙
法
蓮
華
経
に
裏
み
て
上
行
に
付
し
、
末
世
に

授
け
、
口
に
出
し
て
唱
へ
し
む
。
口
は
事
な
り
。
是
れ
即
ち
「
教
弥
実
位
弥
下
」
の
事
具
な
り
。

宗
要
集
五
’
二

二
頁

宗
要
集
五
’
一

三
頁
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算
の
所
詮
は
一
念
三
千
の
事
・
理
を
顕
わ
し
、
事
具
の
三
千
を
以
て
妙
法
五
字
に
表
み
、
末
代
我
等
に
授
け
ん
が
為
な
り
」
（
宗
要

（
”
）

集
五
’
二
二
頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
題
目
所
裏
の
本
門
の
実
相
と
し
て
「
事
具
三
千
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
蓮
教

学
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
隆
師
以
前
の
日
容
師
・
日
陣
師
に
見
ら
れ
た
用
例
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
と

な
お
、
「
開
迩
顕
本
宗
要
宗
」
は
天
台
の
論
議
書
の
体
裁
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
「
事
具
三
千
」
の
用
例
が

「
雑
部
」
の
「
十
界
互
具
」
の
項
目
に
お
い
て
集
中
的
に
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
貞
舜
「
宗
要
柏
原
案
立
」
に
お
け
る
「
事
具
三

千
」
の
用
例
も
ま
た
「
雑
部
」
の
「
十
界
真
実
」
と
い
う
論
題
の
元
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

言
え
る
。

こ
こ
に
示
し
た
通
り
日
隆
師
に
お
け
る
事
具
三
千
の
語
の
使
用
は
そ
の
数
に
お
い
て
他
を
圧
倒
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
「
開
迩
顕

本
宗
要
集
」
の
「
観
心
本
尊
抄
に
引
証
の
止
の
五
・
弘
の
五
の
本
末
の
一
念
三
千
は
事
具
か
理
具
か
」
と
い
う
算
題
に
「
側
て
此
の

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

故
に
本
因
・
本
果
・
本
国
土
妙
の
事
の
十
界
、
事
の
本
国
土
・
依
正
互
具
の
事
具
三
千
な
り
。
此
の
事
具

三
千
・
事
行
の
妙
法
蓮
華
経
は
三
世
の
仏
・
菩
薩
・
二
乗
・
人
天
等
の
十
法
界
の
凡
夫
地
の
最
初
下
種
の

易
行
の
正
法
な
り
。
故
に
本
門
八
品
を
説
い
て
上
行
に
付
し
、
末
法
下
機
に
授
け
て
口
唱
せ
し
む
。
口
唱

は
事
行
な
り
。
事
行
は
有
相
行
な
り
。
事
行
の
有
相
行
は
四
門
総
持
の
有
門
よ
り
事
行
の
三
千
妙
法
に
入

る
な
り
。

Ｉ

り
。
冊
て
此
の
算
の
所
詮
は
一
念
三
千
の
事
・
理
を
顕
わ
し
、
事
具
の
三
千
を
以
て
妙
法
五
字
に
裏
み
、

末
代
我
等
に
授
け
ん
が
為
な
り
。

本
門
の
意
は
、
事
具
三
千
と
云
ふ
は
体
理
を
以
て
裏
に
置
き
、
本
因
・
本
果
の
宗
玄
義
を
以
て
面
に
立
て
、

宗
用
体
の
本
因
・
本
果
の
事
の
三
千
を
以
て
妙
法
蓮
華
経
に
総
す
れ
ば
、
名
実
体
仮
の
五
義
総
在
の
妙
法

蓮
華
経
の
三
密
総
持
の
口
密
の
事
行
の
妙
法
蓮
華
経
な
る
間
、
意
業
の
三
千
に
は
勝
れ
た
る
な
り
。

宗
要
集
五
’
二

六
頁

宗
要
集
五
’
二

六
頁
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と
あ
る
。

あ
る
い
は
、

今
、
此
の
事
の
一
念
三
千
の
観
心
の
観
と
は
是
れ
信
行
観
な
る
故
に
、
聞
く
が
如
く
信
じ
、
信
ず
る
が
如
く
観
ず
る
な
り
。
此

の
信
に
依
っ
て
事
具
の
三
千
を
悟
る
な
り
。

（
「
宗
全
」
九
巻
、
五
○
頁
）

と
あ
り
、
ま
た
、
本
尊
論
に
お
い
て
、

側
て
今
此
の
題
号
の
本
尊
は
本
門
の
本
尊
、
事
具
三
千
の
尊
形
な
り
。
価
て
事
の
一
念
三
千
は
行
者
己
心
の
具
徳
な
り
。

日
隆
師
は
応
永
二
二
年
（
一
四
一
五
）
に
美
濃
安
八
郡
「
下
宮
談
義
所
」
に
て
天
台
学
を
学
び
『
法
命
集
」
を
授
か
っ
て
い
る
。
ま

た
、
『
名
目
見
聞
」
で
は
貞
舜
の
「
七
帖
見
聞
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
日

（
鋤
）

隆
師
が
柏
原
談
義
所
の
貞
舜
に
直
接
学
ん
だ
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
修
学
過
程
を
経
た
日
隆
師
が
中
古
天
台

（
訓
）

用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
語
に
着
目
し
、
そ
れ
を
日
蓮
教
学
用
語
に
転
用
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。

④
日
忠
師
二
四
三
八
’
一
五
○
三
）

こ
の
よ
う
な
日
隆
師
の
流
れ
を
受
け
た
八
品
門
流
に
お
い
て
、
日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
「
事
具
三
千
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
全

く
自
然
な
こ
と
と
言
え
る
。
妙
蓮
寺
の
日
忠
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
」
二
四
九
二
年
）
に
は
数
箇
所
の
「
事
具
三
千
」
の
用
例
が
認

め
ら
れ
る
。

〈
了
、
雌

（
鍵
）

な
お
、
同
じ
八
品
門
流
で
は
「
台
当
異
目
深
密
抄
」
（
本
果
院
日
朝
師
［
一
三
九
四
’
一
四
六
六
］
撰
述
と
伝
え
ら
れ
る
の
は
誤
り
）

に
も
二
箇
所
「
事
具
三
千
」
の
語
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
「
四
帖
抄
」
か
ら
の
抜
粋
部
分
に
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
該
当
部
分
は

価
て
此
の
本
尊
に
向
か
い
て
一
念
信
心
を
生
じ
奉
れ
ば
己
心
の
事
具
の
三
千
な
り
。

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

例
え
ば
、

（
「
宗
全
」
九
巻
、
五
三
頁
）

二
宗
全
」
九
巻
、
五
二
頁
）
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日
隆
師
と
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
大
石
寺
九
世
の
日
有
師
で
あ
る
が
、
そ
の
著
書
と
さ
れ
る
も
の
は
全
て
門
弟
の
聞
き

（
猟
）

書
き
で
あ
り
、
こ
の
「
雑
雑
聞
書
」
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
（
著
者
に
つ
い
て
は
不
明
）
。
そ
の
中
に
、

仰
せ
に
云
く
、
方
便
・
寿
量
を
読
む
は
且
く
妙
法
蓮
華
経
な
り
云
云
。
其
の
故
は
事
理
の
三
千
な
り
。
此
の
事
理
の
三
千
を
読

む
こ
そ
、
た
だ
妙
法
蓮
華
経
な
れ
。
し
か
る
に
此
の
義
を
余
門
流
に
は
知
ら
ざ
る
な
り
。
総
じ
て
当
流
に
お
い
て
こ
れ
を
意
得

る
に
、
三
重
の
沙
汰
あ
り
。
其
れ
と
は
、
迩
門
に
し
て
九
界
の
権
法
を
開
し
て
諸
法
実
相
の
理
の
三
千
妙
法
を
顕
わ
し
、
本
門

に
至
っ
て
迩
門
十
界
の
理
具
の
三
千
を
破
廃
し
て
本
門
久
遠
の
事
具
の
三
千
を
顕
わ
し
、
さ
て
本
迩
の
邪
理
三
千
を
廃
し
て
事

行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
顕
わ
し
給
ふ
な
り
。
（
中
略
）
此
の
三
重
を
本
門
に
至
っ
て
見
れ
ば
二
重
な
り
。
本
迩
相
望
し
て
沙

汰
す
れ
ば
三
重
な
り
。
方
便
・
寿
戯
の
事
理
の
三
千
は
開
近
顕
遠
為
教
正
主
で
、
醍
醐
の
正
主
に
し
て
、
彼
れ
は
脱
の
一
品
二

半
の
教
主
な
り
。
さ
て
独
得
妙
名
意
在
於
此
と
は
題
目
の
五
字
、
五
味
の
主
の
御
事
な
り
。
（
「
富
要
」
二
巻
、
一
六
六
頁
）

と
あ
る
と
こ
ろ
に
「
事
具
三
千
」
の
語
が
見
え
る
。
こ
れ
も
日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
用
例
で
あ
り
、
こ
の
時
代
に
な
っ
て
八
品
門

流
以
外
で
も
「
事
具
三
千
」
の
成
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

⑥
日
要
師
二
四
三
六
’
一
五
一
四
）

（
淵
）

三
河
日
要
師
は
保
田
妙
本
寺
十
一
世
。
日
有
師
に
学
ん
だ
富
士
門
流
の
学
僧
で
日
忠
師
と
も
親
交
が
あ
り
、
広
蔵
日
辰
師
に
日
隆

（
鯛
）

師
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
批
判
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
「
当
体
義
抄
見
聞
」
に
は
、

事
具
と
理
具
と
の
妙
法
の
不
同
あ
り
。
迩
門
の
妙
法
は
理
具
、
本
門
の
妙
法
は
事
具
な
り
。
是
れ
を
余
処
に
は
、
彼
れ
は
迩
門

の
一
念
三
千
、
是
れ
は
本
門
の
一
念
三
千
云
云
。

『
宗
全
」
九
巻
、
一
○
頁
二
法
全
」

⑤
日
有
師
（
一
四
○
九
’
八
二
）

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

日
隆
１
１
三
二
八
～
九
頁
に
対
応
）
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て
も
、
日
隆
師
Ｌ

が
確
認
で
き
る
。

⑦
日
辰
師
（
一
五
○
八
’
七
六
）

日
要
師
や
日
我
師
等
が
八
品
教
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
し
て
そ
れ
を
批
判
し
た
の
が
広
蔵
日
辰
師
で
あ
る
。
そ
の
著
作
「
観

心
本
尊
抄
見
聞
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

と
あ
る
。

あ
ろ
う
。

い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

③
日
朝
師
（
行
学
院
・
一
四
二
二
’
一
五
○
○
）

富
士
門
流
に
お
い
て
は
日
隆
聖
人
と
同
時
代
に
「
事
具
三
千
」
の
成
語
が
用
い
ら
れ
始
め
た
よ
う
で
あ
る
が
、
身
延
門
流
に
お
い

も
、
日
隆
師
と
同
時
代
の
学
匠
で
あ
る
行
学
日
朝
師
の
「
観
心
本
尊
抄
私
記
」
（
一
四
七
六
）
の
中
に
、
「
事
具
一
念
三
千
」
の
語

こ
こ
で
は
本
門
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
「
事
具
三
千
」
の
用
語
を
用
い
ず
に
「
寿
量
の
妙
法
所
具
の
三
千
」
を
用
い
る
こ
と
に
つ

御
抄
に
云
く
、
一
念
三
千
を
識
ら
ざ
る
者
に
は
仏
、
大
慈
悲
を
起
こ
し
、
五
字
の
内
に
此
の
珠
を
表
む
等
云
云
。
（
中
略
）
二

あ
ら
ざ
る
か
。

て
観
心
と
せ
ば
、
理
具
の
三
千
と
云
う
べ
し
。
何
ぞ
事
具
と
云
わ
ざ
ら
ん
や
。
答
う
、
当
抄
の
題
号
に
後
五
百
歳
観
心
と
云
い
、

入
文
に
我
等
受
持
此
五
字
と
云
い
、
ま
た
我
等
己
心
釈
尊
と
云
い
、
ま
た
経
云
我
本
行
菩
薩
我
等
己
心
菩
薩
界
也
と
云
う
。
既

に
我
等
と
云
う
。
知
る
べ
し
、
蓮
祖
並
び
に
門
弟
を
指
す
と
云
う
事
を
。
し
か
れ
ば
一
念
三
千
の
実
義
は
事
具
に
し
て
理
具
に

問
う
て
云
く
、
当
抄
科
文
の
第
一
ケ
条
に
寿
量
の
妙
法
所
具
の
三
千
と
云
う
義
云
何
。
答
え
て
云
く
、
寿
量
の
妙
法
は
是
れ
能

開
な
り
。
一
念
三
千
は
是
れ
所
開
な
り
。
故
に
所
具
の
三
千
と
云
う
な
り
。
問
う
、
当
抄
の
科
文
に
天
台
の
一
念
三
千
を
取
っ

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

「
事
具
三
千
」
の
成
語
こ
そ
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
本
門
の
一
念
三
千
を
事
具
と
称
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
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以
上
、
「
事
具
三
千
」
の
語
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
例
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

ま
ず
、
「
事
具
三
千
」
の
成
語
が
中
古
天
台
の
用
語
と
し
て
出
現
し
た
の
は
十
三
世
紀
の
後
半
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か

し
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
本
迩
二
門
に
お
け
る
一
念
三
千
義
の
相
異
を
言
い
当
て
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
日
陣
師
の

言
説
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
日
陣
師
自
身
も
本
門
の
一
念
三
千
の
表
現
に
「
事
具
三
千
」
を
用
い
て
い
な
い
。

こ
こ
で
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
事
具
三
千
の
用
例
を
時
代
順
に
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

漢
光
類
聚
・
大
日
経
疏
指
心
紗
ｌ
衆
生
の
妄
心
に
三
千
を
具
す

鰯
峨
峨
川
川
Ⅲ
１
脚
鰡
脚
荊
釧
僻
閥
脇
叫
趣
具
）

事
具
三
千

日
隆
聖
人
以
後
Ｉ
本
門
の
実
相
を
示
す
日
蓮
教
学
用
語

に
は
此
の
御
抄
の
始
終
を
見
る
に
、
天
台
の
一
念
三
千
は
理
具
な
り
。
今
家
身
延
の
意
は
事
具
の
一
念
三
千
を
建
立
す
と
云
云
。

其
の
事
具
の
一
念
三
千
と
は
当
時
未
曾
有
の
大
量
茶
羅
是
れ
な
り
。
此
の
珠
と
は
事
具
の
一
念
三
千
な
り
。
五
字
と
は
真
浄
の

曼
茶
羅
の
総
体
な
り
。
（
中
略
）
幸
ひ
身
延
の
意
は
事
具
の
一
念
三
千
を
図
し
て
本
尊
と
し
給
う
上
は
、
こ
れ
を
指
す
と
心
得

て
何
の
失
あ
ら
ん
や
。
三
に
は
彼
の
一
念
三
千
は
意
業
に
限
る
故
に
理
具
と
云
云
。
今
、
此
の
一
念
三
千
は
三
業
に
亘
る
と
見

え
た
り
。
価
て
三
密
平
等
な
る
故
に
事
具
の
一
念
三
千
と
云
う
な
り
。
（
「
宗
全
」
一
六
巻
、
三
七
三
頁
）

四
、
小
結

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）
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日
要
師
の
日
隆
教
学
へ
の
傾
倒
を
批
判
し
た
日
辰
師
の
言
説
か
ら
は
、
あ
え
て
意
図
的
に
「
事
具
三
千
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い

か
の
よ
う
な
姿
勢
も
看
て
取
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
事
具
三
千
」
が
日
隆
教
学
の
用
語
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
身
延
系
で
本
門
の
一
念
三
千
を
「
事
具
」
と
呼
ん
だ
の
は
行
学
日
朝
師
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
期
は
十
五
世
紀

後
半
の
室
町
時
代
中
期
、
即
ち
日
隆
聖
人
と
同
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
推
論
す
れ
ば
、
日
隆
師
が
日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
事
具
三
千
の
語
を
多
用
し
、
そ
れ
が
日
隆
師
を
中
心
と
し

て
周
辺
に
拡
散
し
て
い
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

そ
れ
と
同
時
に
、
「
円
極
実
義
抄
」
が
十
四
世
紀
初
頭
の
鎌
倉
時
代
末
期
に
お
い
て
（
基
本
的
に
は
日
隆
師
と
同
様
に
）
本
門
の
一

念
三
千
を
「
事
具
三
千
」
と
称
し
、
な
お
か
つ
そ
れ
を
「
本
門
の
実
相
」
と
規
定
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
根
拠
を
本
因
果
国
に
求
め
る

と
い
う
本
門
の
一
念
三
千
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
や
や
早
す
ぎ
る
感
を
覚
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

但
、
一
方
で
、
日
陣
講
説
日
台
筆
録
の
『
雑
聞
書
」
に
「
円
極
実
義
抄
」
の
書
名
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
布
施
義
高
師
が

主
張
す
る
よ
う
に
、
遅
く
と
も
日
隆
師
が
活
躍
す
る
直
前
の
時
期
に
は
本
書
が
成
立
し
そ
れ
な
り
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
当
然
、
日
陣
師
が
本
門
の
一
念
三
千
を
「
事
具
三
千
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
陣
師
の
紹
介
し
た
当
時
の
事
具
三
千
の
用
例
が
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
些
か
疑
問
が
生
じ
る
。

こ
の
図
の
通
り
、
「
円
極
実
義
抄
」
を
除
け
ば
、
日
隆
聖
人
以
前
に
お
い
て
は
「
事
具
三
千
」
の
語
は
中
古
天
台
の
用
語
で
あ
っ

た
が
、
日
隆
聖
人
に
お
い
て
日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
語
の
使
用
が
顕
著
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
門
流
に
あ

る
日
忠
師
に
も
「
事
具
三
千
」
の
語
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
日
隆
聖
人
の
影
響
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
富
士
門
流
の
日
有
師
、

日
要
師
に
も
「
事
具
三
千
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
本
門
の
実
相
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
共
通
し

て
い
る
。

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）
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こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
日
陣
師
の
披
見
し
た
「
円
極
実
義
抄
」
に
は
現
行
の
日
授
写
本
に
な
い
文
言
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

（
泌
）

そ
れ
が
異
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
日
授
写
本
に
あ
る
「
事
具
三

千
」
の
説
示
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

「
事
具
三
千
」
の
語
の
使
用
が
日
隆
聖
人
の
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
日
隆
聖
人
が
貞
舜
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
も
捨
て
き

れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
隆
聖
人
が
当
時
す
で
に
中
古
天
台
用
語
と
し
て
存
在
し
た
「
事
具
三
千
」
の
語
を
日
蓮
教
学
用
語
に

転
用
し
積
極
的
に
用
い
た
と
も
考
え
る
の
は
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
現
行
の
日
授
写
本
が
日
隆
教
学
の
影

響
下
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、
「
円
極
実
義
抄
」
の
成
立
を
日
授
写
本
奥
書
に
あ
る
文
明
八
年
（
一
四
七
六
年
）
頃
と
考
え

る
堀
日
亨
師
の
説
に
も
妥
当
性
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
問
題
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
が
「
円
極
実
義
抄
」
成
立
に
関
す
る
研
究
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
１
）
天
目
師
の
寂
年
に
つ
い
て
は
、
佐
野
妙
顕
寺
の
「
過
去
帳
」
や
「
墓
銘
」
、
光
長
寺
日
法
聖
人
「
御
法
門
御
聞
書
」
に
よ
る
延
慶
元
年

（
一
三
○
八
年
）
の
説
と
、
「
本
化
別
頭
仏
祖
統
記
」
に
よ
る
延
元
二
年
（
一
三
三
七
年
）
、
「
過
去
帳
」
言
興
風
叢
書
」
八
）
に
よ
る
同
元

年
（
一
三
三
六
年
）
の
説
が
あ
る
。
望
月
歓
厚
「
日
蓮
宗
学
説
史
」
（
平
楽
寺
書
店
・
一
九
六
八
年
．
四
六
頁
〉
は
一
三
○
八
年
説
の
正

統
性
を
に
お
わ
せ
て
お
り
、
池
田
令
道
師
も
一
三
○
八
年
の
説
を
採
用
さ
れ
て
い
る
（
池
田
令
道
「
天
目
・
日
向
の
方
便
品
読
不
読
論
争

に
つ
い
て
」
「
興
風
」
一
七
号
．
二
○
○
五
年
・
一
七
六
頁
）
。

（
２
）
例
え
ば
「
日
蓮
宗
宗
学
全
書
」
で
は
日
弁
師
の
著
述
と
し
て
扱
っ
て
お
り
二
宗
全
」
一
巻
、
八
七
頁
。
た
だ
し
こ
れ
に
つ
い
て
も

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）
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に
な
る
の
は
必
然
で
あ
ろ
う
。

（
８
）
執
行
海
秀
「
御
義
口
伝
の

（
９
）
「
観
心
本
尊
紗
講
義
」
（
以

（
川
）
「
本
尊
紗
講
義
」
上
巻
、
一

（
ｕ
）
「
本
尊
紗
講
義
」
上
巻
、
一

（
廻
）
「
日
隆
聖
人
全
集
」
（
以
下

（
週
）
宗
祖
御
遺
文
中
に
お
け
る

執
行
海
秀
「
御
義
口
伝
の

（
７
）
望
月
歓
厚
前
掲
書
、
五
○
頁
。
「
円
極
実
義
抄
」
の
成
立
が
一
三
三
○
年
頃
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
天
目
の
没
年
に
つ
い
て
延
慶

元
年
（
一
三
○
八
年
）
で
は
な
く
延
元
二
年
（
一
三
三
七
年
）
の
説
を
採
用
す
る
か
、
あ
る
い
は
天
目
撰
述
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

（
３
）
「
宗
全
」
一
巻
、
七
三
頁

（
４
）
執
行
海
秀
前
掲
書
、
二
九
’
三
○
頁
、
同
「
御
義
口
伝
の
研
究
」
（
山
喜
房
佛
書
林
・
二
○
○
六
年
）
二
一
三
頁
。
な
お
、
「
日
蓮
宗

教
学
史
」
に
は
堀
日
亨
師
の
『
熱
原
法
難
史
」
（
雪
山
書
房
・
一
九
二
二
年
／
一
九
八
九
年
再
刊
）
が
注
記
さ
れ
て
い
る
が
詳
細
は
不
明
。

（
５
）
布
施
義
高
前
掲
論
文
、
三
七
頁
の
注
二
七
参
照
。

（
６
）
「
法
華
宗
全
書
増
補
」
（
法
華
宗
〔
陣
門
流
〕
宗
務
院
教
学
部
．
一
九
八
七
年
）
第
一
輯
、
一
三
○
頁
。
布
施
義
高
前
掲
論
文
、
一
三

頁
参
照
。

「
後
賢
の
検
駿
を
待
つ
」
と
付
記
し
て
い
る
）
、
ま
た
望
月
歓
厚
師
の
「
日
蓮
宗
学
説
史
」
で
は
天
目
師
の
著
作
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

（
望
月
歓
厚
前
掲
書
、
四
六
頁
）
。
ま
た
、
布
施
義
高
師
に
よ
れ
ば
「
天
目
に
同
調
し
た
日
弁
が
集
記
し
自
説
（
私
云
）
を
添
え
た
も
の
」

と
一
応
推
察
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
布
施
義
高
「
初
期
日
蓮
教
学
史
と
本
通
論
」
［
「
法
華
仏
教
研
究
」
一
六
号
．
二
○
一
三
年
］
一
二

頁
）
。
な
お
、
執
行
海
秀
師
は
両
師
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
（
執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
」
［
平
楽
寺
書
店
・
一
九

五
二
年
］
二
七
’
二
八
頁
）
。

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

研
究
』
、
二
二
○
頁
以
降

「
観
心
本
尊
紗
講
義
」
（
以
下
「
本
尊
紗
講
義
」
）
上
巻
、
三
九
九
頁

「
本
尊
紗
講
義
」
上
巻
、
六
一
九
頁

「
本
尊
紗
講
義
」
上
巻
、
六
四
二
頁

「
日
隆
聖
人
全
集
」
（
以
下
「
隆
全
」
）
一
巻
、
一
二
九
頁

宗
祖
御
遺
文
中
に
お
け
る
「
事
の
一
念
三
千
」
の
用
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
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（
皿
）
雲
変

（
妬
）
宮
喪

（
蝿
）
執
行

（
Ⅳ
）
拙
稿

一
五
年
）

「
宗
全

（
鴫
）
執
行
海
秀
師
は
「
三
大
秘
法
」
と
い
う
成
語
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
際
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
而
し
て
今
更
「
三
大
秘

法
」
て
ふ
成
語
に
つ
い
て
研
究
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
如
何
に
も
宗
学
を
無
視
し
た
る
が
如
き
観
が
な
い
で
は
な
い
。
が
併
し
学
的
に
一

応
遺
文
に
現
れ
た
る
「
三
大
秘
法
」
て
ふ
成
語
の
構
成
課
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
徒
労
で
は
な
い
と
思
は
れ
る
の
で

あ
る
。
凡
そ
成
語
は
豊
富
な
る
思
想
内
容
を
有
す
る
概
念
を
簡
単
な
る
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
構
成
に
は
相

当
の
歴
史
性
を
有
す
る
も
の
で
、
或
る
概
念
内
容
が
何
等
か
の
言
葉
に
よ
っ
て
言
い
現
さ
れ
た
用
語
が
段
々
洗
煉
さ
れ
て
遂
に
一
定
の
成

り
◎

「
諸
法
実
相
紗
」
（
文
永
十
年
・
「
定
本
避
文
」
七
二
四
頁
）

是
即
本
門
寿
逓
品
の
事
の
一
念
三
千
の
法
門
な
る
が
故
也
。

「
義
浄
房
御
書
」
（
文
永
十
年
・
「
定
本
遺
文
」
七
三
○
頁
）

其
故
は
寿
肚
品
の
事
の
一
念
三
千
の
三
大
秘
法
を
成
就
せ
る
事
此
経
文
な
り
。
可
睦
秘
ス
可
睦
秘
ス
。

「
成
仏
法
華
肝
心
口
伝
身
造
紗
」
（
建
治
元
年
・
「
定
本
遺
文
」
二
一
○
九
頁
）

・
本
門
寿
吐
品
の
事
の
一
念
三
千
の
法
門
此
外
に
尋
る
事
な
か
れ
。
穴
賢
ぶ
蕊
。

「
当
体
蓮
華
紗
」
（
弘
安
三
年
・
「
定
本
遺
文
」
二
一
三
○
頁
）

煩
悩
即
菩
提
は
心
の
成
仏
の
事
な
り
、
生
死
即
浬
藥
は
色
の
成
仏
の
事
な
り
。
此
旨
能
能
案
ず
べ
し
。
日
蓮
が
弘
通
す
る
法
門
は
此
事

を
直
二
か
き
あ
ら
は
せ
る
な
り
。
事
の
一
念
三
千
と
は
是
な
り
。
我
等
が
胸
中
に
を
け
ば
理
ノ
ー
念
三
千
、
あ
ら
は
せ
ば
事
ノ
ー
念
三
千
な

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

」
二
巻
、
六
五
頁

「
宗
全
」
二
巻
、
九
一
頁

執
行
海
秀
「
興
門
教
学
（

執
行
海
秀
「
興
門
教
学
の
研
究
」
（
海
秀
舎
・
一
九
八
四
年
）
九
九
頁

拙
稿
「
日
蓮
の
「
事
具
三
千
」
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
教
学
用
語
と
し
て
の
問
題
点
ｌ
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
六
三
’
二
・
二
○
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壷
）
「
事
常
住
」
の
語
は
日
隆
聖
人
の
文
献
中
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
「
本
門
弘
経
抄
」
第
六
十
六
巻
に
は
、
「
本
門
の
意
は
随
縁

真
如
事
事
常
住
に
し
て
、
三
千
依
正
塵
塵
法
法
即
法
身
の
当
体
な
り
」
（
「
隆
全
」
七
巻
、
一
五
三
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
「
開
迩
顕
本
宗
要

集
」
仏
部
に
は
「
諸
経
の
大
日
経
・
迩
門
等
に
は
理
常
住
・
事
無
常
と
明
か
し
、
本
門
ば
か
り
事
常
住
の
随
縁
真
如
を
明
か
す
」
（
「
日
隆

聖
人
御
聖
教
」
一
巻
）
と
あ
る
よ
う
に
、
随
縁
真
如
の
言
い
換
え
と
し
て
「
事
常
住
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
羽
）
「
大
正
蔵
」
四
六
巻
、
二
八
九
頁
、
下
段

（
型
）
「
法
華
宗
全
書
」
法
華
宗
興
隆
学
林
編
．
一
九
九
九
年

（
弱
）
法
華
宗
教
学
研
究
所
編
．
一
九
七
二
年

（
郡
）
仏
立
教
学
院
編
・
佛
立
教
育
専
門
学
校
再
刊
・
一
九
八
七
年

（
”
）
「
日
隆
聖
人
全
集
」
一
九
二
五
年
二
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」
と
し
て
再
刊
・
一
九
七
一
年
）

（
詔
）
「
日
隆
聖
人
御
聖
教
・
開
迩
顕
本
宗
要
集
」
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
会
編
．
一
九
八
二
年

（
鋤
）
日
我
師
（
一
五
○
八
’
八
六
）
の
「
一
帖
玄
文
尼
崎
抄
聞
書
」
に
は
、
「
尼
崎
独
歩
の
法
門
に
、
事
の
一
念
三
千
と
は
本
因
・
本
果
・

本
国
土
の
三
妙
合
論
を
作
る
処
な
り
。
其
の
故
は
、
本
因
妙
に
九
界
あ
り
。
本
果
妙
に
仏
界
あ
り
。
其
の
仏
界
と
九
界
と
十
界
互
具
し
、

本
国
土
に
住
す
る
を
事
の
一
念
三
千
と
云
う
な
り
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
鋤
）
尾
上
寛
仲
「
法
命
集
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
天
台
史
の
研
究
」
山
喜
房
仏
書
林
・
二
○
一
四
年
所
収
）
八
二
七
頁
。
（
初
出
は
「
天
台
学

（
釦
）
犀

（
劃
）
室

頁
ｂ
）

（
魂
）
詞

語
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
」
執
行
海
秀
前
掲
書
、
二
一
六
頁

（
岨
）
田
村
芳
朗
「
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
」
（
平
楽
寺
書
店
・
一
九
六
五
年
）
四
二
八
頁
、
花
野
充
道
「
天
台
本
覚
思
想
と
日
蓮
教
学
」

（
二
○
一
○
年
・
山
喜
房
仏
書
林
）
二
七
六
頁
参
照

（
釦
）
尾
上
寛
仲
「
柏
原
談
義
所
の
発
展
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
二
三
’
二
・
一
九
七
五
年
）
六
一
四
頁

（
劃
）
「
摩
訶
止
観
」
の
「
唯
ダ
円
法
ヲ
名
ケ
テ
為
啄
善
卜
。
善
ク
順
謡
ヲ
実
相
一
名
ヶ
｜
ァ
為
啄
道
ト
」
の
文
に
沿
わ
せ
た
も
の
。
（
「
大
正
」
四
六
巻
、
一
七

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）
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（
鉈
）
大
平
宏
龍
「
台
当
異
目
深
密
紗
に
つ
い
て
」
今
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
三
八
’
二
・
一
九
九
○
年
所
収
）
参
照

認
）
池
田
令
道
「
富
士
門
流
の
信
仰
と
化
儀
」
（
興
風
談
所
・
一
九
九
三
年
）
四
五
四
頁
。

詞
）
日
要
師
に
よ
る
宗
義
天
奏
に
日
忠
聖
人
が
尽
力
し
た
と
さ
れ
る
。
佐
藤
博
信
「
中
世
東
国
日
蓮
宗
寺
院
の
研
究
」
（
東
京
大
学
出
版

会
．
二
○
○
三
年
）
七
八
頁
参
照
。

（
鍋
）
執
行
海
秀
「
日
蓮
宗
教
学
史
」
一
四
○
頁
・
一
四
五
頁
等

（
郡
）
布
施
義
高
前
掲
論
文
、
一
四
頁

（
瓢
）
大
平
宏
龍
「
室
町
踵

九
○
～
三
九
一
頁
参
照

大
平
宏
龍
「
室
町
時

報
」
二
三
・
一
九
八
一
年
）

日
蓮
教
学
用
語
と
し
て
の
「
事
具
三
千
」
の
成
立
に
つ
い
て
（
三
浦
和
浩
）

代
の
日
蓮
教
学
と
本
覚
思
想
」
（
淺
井
円
道
編
「
本
覚
思
想
の
源
流
と
展
開
」
平
楽
寺
書
店
・
一
九
九
一
年
）
三

－57－


